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３５１． 1,3-ブタジエン 

別 名：ブタジエン、ビニルエチレン 

管 理 番 号：351 

PRTR 政令番号：特定 1-393 （化管法施行令（2021 年 10 月 20 日公布）の政令番号） 

CAS 登録番号：106-99-0 

構 造 式：  

 

性 状：無色透明の気体 果実のような匂い 水に溶けやすい（水溶解度 10 g/L 以上） 

 

・1,3-ブタジエンは、主に合成ゴムの原料として使われています。この他、ABS 樹脂などの合

成樹脂の原料などとしても使われています。 

・2022 年度の PRTR データによれば、わが国では 1 年間に約 1,000 トンが環境中へ排出され

たと見積もられています。ほとんどが自動車やオートバイなどの排気ガスに含まれて排出さ

れたもので、大気中または、河川や海などに排出されました。また、たばこの煙に含まれて

家庭をはじめとする喫煙場所からも排出されました。 

■用途 
1,3-ブタジエンは、化学反応しやすく、熱または酸素によって容易に重合する物質です。主に合

成ゴムの原料や、ABS 樹脂などの合成樹脂、その他の化学物質の原料としても使われています。 

1,3-ブタジエンを原料とする合成ゴムには、スチレンと 1,3-ブタジエンとを共重合してつくられ

るスチレンブタジエンゴム（SBR）、1,3-ブタジエンを重合してつくられるブタジエンゴム（BR）、

アクリロニトリルと 1,3-ブタジエンとを共重合してつくられるニトリルブタジエンゴム（NBR）

があります。それぞれ合成ゴムの代表的なものですが、その特性の違いから、利用分野は異なり

ます。 

SBR は、引張特性に優れ、主に自動車タイヤに使われるほか、はき物や床材などにも使われて

います。BR は、耐磨耗性、耐寒性、耐熱老化性にすぐれているため、タイヤ、工業用品、靴底な

どに使われています。NBR は、耐油性、耐寒性にすぐれていることから、ホース、ガスケット、

オイルシールなど広く使われています。 

なお、1,3-ブタジエンは自動車の排気ガスやたばこの煙にも含まれています。 

■排出・移動 
2022 年度の PRTR データによれば、わが国では 1 年間に約 1,000 トンが環境中へ排出されたと

見積もられています。ほとんどが自動車やオートバイなどの排気ガスに含まれたもので、大気中

または、河川や海などへ排出されました。また、たばこの煙に含まれて家庭をはじめとする喫煙
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場所からも排出されました（※）。都道府県別では、排出量が多かった地域は神奈川県や千葉県な

どのさまざまな地域でした。 

また、ゴム製品製造業や化学工業などの事業所から、下水道や廃棄物に約 1 トンが移動されま

した。 

なお、1,3-ブタジエンは、大気汚染防止法で有害大気汚染物質の優先取組物質に指定され、事業

者による自主的な排出削減が進められています。 

※ 喫煙に伴う「たばこの煙」に含まれる対象化学物質は主に副流煙として環境中に排出されると

考えられています。喫煙を行う場所は事業所や家庭などさまざまですが、PRTR の集計上はす

べて「家庭」からの排出とみなすこととなっています。 

■環境中での動き 
大気中に排出された 1,3-ブタジエンは、光化学的に生成される OH ラジカル、硝酸ラジカルに

より分解され、それぞれ 0.24 日、0.63 日で半分の濃度になると算出されています（反応速度定数

の測定値を用いて推算）1)。また、光化学的に生成されるオゾンにより分解され、0.98 日で半分の

濃度になると算出されています（反応速度定数の推計値を用いて推算）1)。 

水中へ入った場合は、主に大気中へ揮発することによって移行します 2)。なお、国の化学物質安

全性点検による分解度試験では、微生物分解はされにくいことが報告されています 3)。また、加

水分解はされにくいと報告されています 2)。 

■PRTR 対象物質選定の根拠（有害性） 
発がん性 1,3-ブタジエンは、国際がん研究機関（IARC）によりグループ 1（人に対して発がん性

を示す）に分類されています 4)。 

変異原性 1,3-ブタジエンは、マウスの骨髄細胞の小核試験などの変異原性に関する in vivo 試験

で陽性を示したとの報告があります 5)。また、GHS 分類結果における生殖細胞変異原性は区分 1B

に分類されています 5)。 

経口慢性毒性 マウスの呼吸によって取り込んだ場合の LOAEL（最小毒性量）が 2.52 mg/m3 であ

ることに基づき、マウスの 1 日呼吸量 0.05 m3、体重 0.03 kg 及び吸収率 1 と仮定して、口から取

り込んだ場合の LOAEL を体重 1 kg 当たり 1 日 4.2 mg と算出しています 1)。 

吸入慢性毒性 雌雄のマウスに 2 年間、14.1 mg/m3 の濃度の 1,3-ブタジエンを呼吸によって取り

込ませた実験では、雌マウスで卵巣萎縮が認められました 1)。この実験結果から求められる呼吸

によって取り込んだ場合の LOAEL は 2.52 mg/m3（ばく露状況を考慮した補正後）でした 1)。（こ

のデータは、後述「人健康・有害性評価」に示すデータと同じ値です。なお、前述「経口慢性毒

性」の呼吸によって取り込んだ場合の LOAEL と同じです。） 

作業環境許容濃度から得られる吸入慢性毒性 1,3-ブタジエンは、米国産業衛生専門家会議
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（ACGIH）において、1 日 8 時間、週 40 時間の繰り返し労働における作業者の TWA（許容濃度）

が、2 ppm（約 4.4 mg/m3）と勧告されています 6)。 

■人健康 

有害性評価 雌雄のマウスに 2 年間、14.1 mg/m3 の 1,3-ブタジエンを含む空気を呼吸によって取

り込ませた実験では、雌マウスで卵巣萎縮が認められました 2)。この実験結果から求められる呼

吸によって取り込んだ場合の LOAEL は 14.1 mg/m3 でした 2)。（この試験結果は、後述「リスク評

価」の根拠となっています。） 

また、有害大気汚染物質の指針値（年平均値 2.5 µg/m3 以下）は、米国とカナダの SBR 合成工場

における疫学調査結果に基づいて、「生涯にわたってその値の 1,3-ブタジエンを取り込んだ場合に、

取り込まなかった場合と比べて 10 万人に 1 人の割合で白血病を発症する人が増える水準」として

設定されたものです 7)。 

体内への吸収と排出 人が 1,3-ブタジエンを体内に取り込む可能性があるのは、呼吸によると考

えられます。体内に取り込まれた場合は、膀胱や呼吸器、消化管、肝臓、腎臓に分布し、代謝物に

変化し、尿に含まれて排せつされるほか、呼気とともに吐き出されます 2)。生体に対する有害性

は、1,3-ブタジエンそのものではなく、体内に取り込まれた 1,3-ブタジエンが酸化酵素により代謝

されたエポキシド化合物によるものと考えられています 7)。 

リスク評価 （独）製品評価技術基盤機構及び（一財）化学物質評価研究機構の「化学物質の初期

リスク評価書（2005 年）」では、「有害性評価」に示した雌マウスの呼吸によって取り込んだ場合

の LOAEL（14.1 mg/m3、換算値 体重 1 kg 当たり 1 日 4.2 mg）と推定一日摂取量を用いてリスク

評価した結果、リスク評価を行った時点では、人の健康へ悪影響を及ぼすことはないと判断して

います 2)。 

1,3-ブタジエンは化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）の 2011(平成 23)年 4

月 1 日告示で人健康影響における優先評価化学物質に指定されています。 

また、「化審法リスク評価（一次）評価Ⅱ（2016 年）」では、リスク評価を行った時点で推計さ

れるばく露濃度では、1,3-ブタジエンによる環境の汚染により広範な地域での人の健康に係る被害

を生ずるおそれがあるとは認められないと考えられるとしています 8)。 

■生態（有害性・リスク評価） 
2024 年 3 月時点では、わが国では水生生物に対する信頼できる PNEC（予測無影響濃度）は算

定されていません。 

環境省の「化学物質の環境リスク初期評価（2003 年）」では、リスク評価を行った時点では、リ

スク評価に必要な情報が得られなかったため、生態リスクの判定はできないとしています 9)。 

生産量等 【化審法：優先評価化学物質（通し番号 4）として】 
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製造・輸入数量（2022 年）：約 990,000 トン 10) 
排出・移動量 
(2022 年度 PRTR
データ) 

環境排出量：約 1,000 
トン 
（届出・届出外排出量

の集計結果） 
※1：都道府県別構成比は

上位 5 都道府県を示す。 

排出源の内訳（％） 都道府県別構成比（％）※1 
事業所（届出） 5 神奈川県 6 
事業所（届出外） <0.5 千葉県 6 
非対象業種 2 北海道 5 
家庭 3 東京都 5 
移動体 90 愛知県 5 

事業所（届出）における 
排出量：約 52 トン 

排出先の内訳（％） 
大気 97 土壌 － 
公共用水域 3 埋立 － 

業種別構成比（上位 5 業種、％） 
化学工業 93 
電気業 3 
食料品製造業 2 
石油・石炭製品製造業 2 
－ － 

事業所（届出）における 
移動量：約 1 トン 

移動先の内訳（％） 
下水道への移動 28 廃棄物への移動 72 

業種別構成比（上位 5 業種、％） 
ゴム製品製造業 49 
化学工業 26 
食料品製造業 25 
－ － 
－ － 

PRTR 対象物質選定（2021 年 10 月改正政令）の根拠（以下の欄に「○」または根拠を記載） 

 有害性 発がん性，変異原性，経口慢性毒性，吸入慢性毒性，作業環境許容濃度から得ら

れる吸入慢性毒性 
排出量等 
(2014 ～ 2017
の平均) 

PRTR 排出量 PRTR 移動量 推計排出量 または 製造・輸入数量 

○   

環境モニタリ

ング結果 
(2008～2017) 

複数地域検出※2 ※2：「御利用にあたって」に記載の該当調査で 2008～2017 年の 

期間に複数地域で検出された場合に選定根拠とします。 ○ 

環境保全施策 
上必要な物質 
（法令等） 

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）（人健康影響）の優先

評価化学物質（通し番号 4）、有害大気汚染物質のうち優先取組物質 

環境データ※3 
（～2024.3 公表 
時点の最新） 

大気 

・有害大気汚染物質モニタリング調査結果（一般環境）：指針値（2.5 µg/m3）超過

数 0 / 237 地点，最大濃度 0.00064 mg/m3（=0.64 µg/m3）；[2021 年度，環境省] 

公共用水域 

・水環境中の要調査項目等存在状況調査：検出数 4 / 147 地点，最大濃度 0.00002 
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 mg/L（=0.02 µg/L）（検出下限値 0.00001 mg/L（=0.01 µg/L））；[1999 年度，環境

省] 

・化学物質環境実態調査：検出数 0 / 25 検体，（検出下限値 0.000049 mg/L（=0.049 

µg/L））；[2013 年度，環境省] 

地下水 

・水環境中の要調査項目存在状況調査：検出数 1 / 23 地点，最大濃度 0.00001 mg/L

（=0.01 µg/L）（検出下限値 0.00001 mg/L（=0.01 µg/L））； [1999 年度，環境省] 

底質 

・水環境中の要調査項目等存在状況調査：検出数 0 / 24 地点（検出下限値 0.001 

mg/kg（=1 µg/kg））；[2002 年度，環境省] 

・化学物質環境実態調査：検出数 0 / 6 検体，（検出下限値 0.0000005～0.000005 

mg/kg（乾）（=0.5～5 ng/kg（乾）））；[1977 年度，環境省] 
適用法令等 
（2024 年 3 月時

点） 

・化学物質排出把握管理促進法（化管法）：特定第一種指定化学物質 

・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）：優先評価化学物質

（人健康影響） 

・有害大気汚染物質指針値：2.5 µg/m3 以下（1 年平均値） 

・大気汚染防止法：有害大気汚染物質（優先取組物質），揮発性有機化合物（VOC）

として測定される可能性がある物質 

・水道法：要検討項目（目標値未設定） 

・GHS 分類結果 5)※4 

 

 

 

 

 

 
 

※3：環境データについては、PRTR 選定根拠に用いたデータと必ずしも一致しないことがあります。詳細は、「御

利用にあたって」をご確認ください。 
※4：2017 年までの GHS 分類結果は、対象物質選定根拠のひとつとして考慮されますが、必ずしも化管法対象物

質の選定根拠になっていないことがあります。（該当する危険有害性についてピクトグラムを示します） 

  

可燃性ガス 高圧ガス 眼に対する重

篤な損傷性／

眼刺激性 
特定標的 
臓器毒性 
（単回暴露） 

生殖細胞 
変異原性 
発がん性 
生殖毒性 
特定標的 
臓器毒性 
（反復暴露） 
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■ 引用・参考文献 

1）厚生労働省 経済産業省 環境省「優先評価化学物質のリスク評価（一次）人健康影響に係る評価

Ⅱ」（2016 年公表） 
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/files/information/ra/160122.2.pdf 

2）（独）製品評価技術基盤機構・（財）化学物質評価研究機構「化学物質の初期リスク評価書 Ver.1.0」
（（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業、2005 年公表） 
https://www.chem-
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3）経済産業省「化学物質安全性点検結果等（分解性・蓄積性）」 
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5）NITE 統合版 政府による GHS 分類結果 
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/m-nite-106-99-0.html 
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8）厚生労働省 経済産業省 環境省「リスク評価（一次）評価Ⅱにおける 1,3-ブタジエンの評価結果
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https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/files/information/volume/priority/volume_pr
iority_2022FY.pdf 

■ 性状・用途に関する参考文献 

・National Library of Medicine「COMPOUND SUMMARY」1,3-Butadiene（1,3-ブタジエン） 
https://pubchem.ncbi.nlm.nih.gov/compound/7845#section=Solubility 

・厚生労働省「職場のあんぜんサイト」安全データシート 
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/106-99-0.html 

・（独）製品評価技術基盤機構・（財）化学物質評価研究機構「化学物質の初期リスク評価書 Ver.1.0」
（（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業、2005 年公表） 

https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/dt/pdf/CI_02_001/risk/pdf_hyoukasyo/268riskdoc.pdf 

・日本ゼオン（株）「合成ゴム事業 製品リスト」 
http://www.zeon.co.jp/business/enterprise/rubber/ 

・（国研）科学技術振興機構 J-Stage「ニトリル系ゴムの機能性向上（日本ゴム協会誌 1990 年 63 巻 6
号）」 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/gomu1944/63/6/63_6_322/_pdf 
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■ 改訂履歴 

版数 発行日 改訂内容 

第 1 版 2012 年 初版発行 

第 2 版 2025 年 3 月 14 日 2021 化管法政令改正時選定根拠情報への更新、リスク評価

情報、環境データの更新等 
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